
１．認定者数

（人）

計画値 実績値 差異

47,889 47,673 -0.5%

前期高齢者 21,885 21,823 -0.3%

後期高齢者 26,004 25,850 -0.6%

9,990 9,660 -3.3%

前期高齢者 920 903 -1.8%

後期高齢者 9,070 8,757 -3.5%

20.9% 20.3% -0.6%

前期高齢者 4.2% 4.1% -0.1%

後期高齢者 34.9% 33.9% -1.0%

２．受給者数

（人）

計画値 実績値 差異

訪問介護 11,820 11,482 -2.9%

訪問入浴介護 2,148 1,857 -13.5%

訪問看護 1,704 1,676 -1.6%

訪問リハビリテーション 1,776 1,732 -2.5%

居宅療養管理指導 1,752 2,490 42.1%

通所介護 15,372 14,432 -6.1%

通所リハビリテーション 5,280 5,240 -0.8%

短期入所生活介護 12,528 13,337 6.5%

短期入所療養介護（老健） 300 249 -17.0%

福祉用具貸与 34,140 31,966 -6.4%

特定施設入居者生活介護 3,780 3,036 -19.7%

定期巡回・随時対応型 384 641 66.9%

認知症対応型通所介護 648 385 -40.6%

小規模多機能型居宅介護 3,168 2,346 -25.9%

認知症対応型共同生活介護 7,260 6,691 -7.8%

地域密着型特定施設入居者生活介護 1,188 821 -30.9%

地域密着型介護老人福祉施設 1,032 865 -16.2%

看護小規模多機能型居宅介護 732 612 -16.4%

地域密着型通所介護 5,688 5,467 -3.9%

介護老人福祉施設 15,492 15,216 -1.8%

介護老人保健施設 8,256 7,824 -5.2%

介護医療院

58,548 53,352 -8.9%

居宅サービス

地域密着型サービス

施設サービス

介護予防支援・居宅介護支援

サービス名

第８期介護保険事業計画実施状況モニタリング　　令和５年度全体

モニタリング実施日：令和6年6月25日
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３．給付費

（円）

計画値 実績値 差異

訪問介護 1,228,312,000 1,102,135,895 -10.3%

訪問入浴介護 132,123,000 108,199,132 -18.1%

訪問看護 85,655,000 64,118,580 -25.1%

訪問リハビリテーション 113,777,000 48,318,714 -57.5%

居宅療養管理指導 21,192,000 13,725,234 -35.2%

通所介護 1,160,476,000 940,108,142 -19.0%

通所リハビリテーション 298,922,000 229,851,955 -23.1%

短期入所生活介護 2,411,837,000 2,226,475,727 -7.7%

短期入所療養介護（老健） 34,374,000 22,879,256 -33.4%

福祉用具貸与 382,911,000 361,016,629 -5.7%

特定施設入居者生活介護 677,543,000 511,946,529 -24.4%

定期巡回・随時対応型 51,477,000 86,584,627 68.2%

認知症対応型通所介護 96,097,000 40,719,315 -57.6%

小規模多機能型居宅介護 545,936,000 390,345,443 -28.5%

認知症対応型共同生活介護 1,828,303,000 1,711,998,055 -6.4%

地域密着型特定施設入居者生活介護 232,692,000 158,180,067 -32.0%

地域密着型介護老人福祉施設 292,089,000 251,543,556 -13.9%

看護小規模多機能型居宅介護 203,870,000 171,994,366 -15.6%

地域密着型通所介護 425,896,000 340,022,176 -20.2%

介護老人福祉施設 4,083,182,000 3,974,436,858 -2.7%

介護老人保健施設 2,289,255,000 2,142,232,930 -6.4%

836,047,000 724,738,925 -13.3%

４．差異が生じている主な要因等について

施設サービス

介護予防支援・居宅介護支援

①認定者数
（状況）
  　○高齢者数全体では、実績値が計画値を216人(約0.5％)下回っている。年齢階級ごとでは、前期高齢者が62人（約0.3％）、後期高齢者は154人
　　　（約0.6％）計画値を下回っている。
　　○認定者数については、前期高齢者は17人(約1.8％)、後期高齢者は313人(約3.5％)、高齢者全体では330人(約3.3％)計画値を下回っている。
　　○高齢者全体の認定率は、実績値が計画値を約0.6％下回っている。計画値との差異は、前期高齢で約－0.1％、後期高齢者は約-1.0％であった。
 
（要因）
　　〇認定者数の減少及び認定率が低下した要因としては、昨年に引き続き計画値よりも高齢者数が減少したこと、特に認定率の高い後期高齢者数が
　　　計画値を大きく下回ったことが考えられる。また、それに伴い既に認定を受けている第1号被保険者の死亡等により、認定有効期間内の資格喪失
　　　者が増加したことも一因になっていると考える。
　
②受給者数・給付費
（状況）
　　〇居宅サービス…ほとんどのサービスが計画値を下回っている。
　　〇地域密着型サービス…ほとんどのサービスが計画値を下回っている。定期巡回・随時対応型は、計画値を大きく上回っている。
　　〇施設サービス…概ね計画値どおりに推移している。

（要因）
    〇居宅サービス…通所系サービスの減少は、新型コロナウイルス感染症の影響と思われる。令和５年５月、コロナウイルス感染症が２類感染症
　　　から５類感染症に位置付ける方針が示されたことで、徐々に回復傾向がみられているものの、利用控えや事業所の休止・新規受け入れの停止、
　　　事業所の廃止があったことで計画値を下回ったと考えられる。居宅療養管理指導は受給者は増加したが、給付については一人当たりの単価見
　　　込みを下回った。
　　〇地域密着型サービス…通所系サービスの減少は、新型コロナウイルス感染症の影響と思われる利用控えや事業所の休止・新規受け入れの停止が
　　　一因と考えられる。また事業所の休廃止があったことや、新規事業所の稼働率が見込みを下回ったことが一因と考えられる。
　　　定期巡回・随時対応型は、新型コロナウイルス感染症予防のために通所型を利用していた方が代替として利用したことで計画値を大きく上回っ
　　　た一因と考えられる。
　　〇施設サービス…概ね計画どおりの整備が進んでいる。

サービス名

居宅サービス

地域密着型サービス


